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日
々
の
診
療
で「
無
保
険
」

や
「
資
格
証
明
書
」
の
患
者

が
来
院
す
る
。
お
金
に
不
安

を
抱
え
、
痛
み
を
我
慢
し
き

れ
ず
来
院
し
た
時
に
は
、
す

で
に
手
遅
れ
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
私
は
治
療
費
が
多

額
に
な
り
そ
う
で
考
え
て
し

ま
う
が
、
ま
ず
は
お
金
の
こ

と
は
考
え
ず
患
者
の
苦
痛
を

除
く
た
め
に
全
力
で
治
療
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

お
金
が
な
く
て
治
療
を
受

け
ら
れ
ず
、
痛
み
で
噛
め
な

い
。
食
事
が
苦
痛
で
健
康
に

障
害
を
来
た
す
―
―
。
憲
法

25
条
に
保
障
さ
れ
た
国
民
皆

保
険
制
度
の
日
本
で
、
本
来

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
が

　

美
術
の
秋
で

あ
る
。
医
者
に

は
絵
の
上
手
が

多
い
。
私
よ
り

下
手
は
ま
ず
い
な
い
。
野
口

英
世
の
ヘ
ビ
の
解
剖
図
も
見

事
だ
。

　

印
象
派
は
日
本
で
最
も
人

気
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

画
壇
は
投
機
的
な
画
商
の
活

躍
の
場
で
あ
る
。
昔
の
朝
鮮

で
は
国
家
が
絵
の
コ
ン
ペ
を

主
催
し
た
。
権
力
と
結
び
つ

く
か
ら
単
な
る
美
術
で
な
く

政
治
ド
ラ
マ
に
な
る
。

　

江
戸
期
の
日
本
で
は
画
家

が
自
作
を
持
ち
寄
り
互
い
に

論
評
す
る
。
か
つ
て
新
聞
部

の
先
輩
か
ら
聞
い
た
と
こ

ろ
、
同
人
雑
誌
の
例
会
と
は

他
人
の
作
品
の
け
な
し
合
い

ら
し
い
。
江
戸
期
の
画
家
た

ち
も
激
し
く
や
り
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
る
。

　

当
時
の
戯
作
家
、俳
人
、画

家
は
侍
の
次
男
坊
以
下
が
多

か
っ
た
。
当
然
、
刀
を
携
え

て
い
て
、激
論
の
後
で
、す
ぐ

「
庭
へ
出
ろ
！
」
と
な
り
そ

う
で
物
騒
な
こ
と
で
あ
る
。

　

逸
翁
美
術
館
で
長
沢
芦
雪

の
豪
快
な
作
品
を
見
た
。
芦

雪
は
夭
折
し
た
。
毒
殺
説
も

あ
る
が
、
激
昂
か
ら
の
刃
傷

沙
汰
が
死
因
か
も
し
れ
な
い
。

　

芦
雪
ほ
ど
の
絵
は
描
け
な

く
と
も
、
心
穏
や
か
に
絵
筆

を
取
る
方
が
い
い
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

ダ
ブ
ル
選
挙

ダ
ブ
ル
選
挙

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証

橋
下
府
政
・
平
松
市
政
を
検
証
③

平
松
市
政

　

平
松
市
政
下
で
、
大
阪
市

の
国
民
健
康
保
険
を
巡
る
状

況
は
一
変
し
た
。
国
保
料
が

払
え
な
い
滞
納
世
帯
へ
の
財

産
調
査
が
市
長
就
任
前
の
３

８
６
４
件
（
05
年
度
）
か

ら
、
５
万
４
６
２
７
件
（
10

年
度
１
月
末
）
に
膨
れ
上
が

り
、
差
し
押
さ
え
件
数
も
５

倍
以
上
に
急
増
。
正
規
の
保

険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
短

期
証
や
「
無
保
険
」
に
な
っ

た
世
帯
が
２
万
増
の
約
７
万

世
帯
に
な
る
な
ど
、
強
権
的

な
制
裁
が
横
行
し
て
い
る
。

　

平
松
市
長
は
、
就
任
半
年

後
の
２
０
０
８
年
４
月
、
国

保
料
や
保
育
料
な
ど
の
滞
納

度
で
回
収
」
す
る
こ
と
を
掲

げ
、「
市
債
権
回
収
特
別
チ

ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
10

世
帯
に
対
し
て

「
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
実

施
す
る
な
ど
、

毅
然
と
し
た
態

年
５
月
に
は
、「
国
民
健
康

保
険
料
収
納
特
別
チ
ー
ム
」

を
設
置
。
さ
ら
に
、
①
前
年

度
に
１
円
で
も
滞
納
が
あ
れ

ば
短
期
証
を
交
付
②
08
年
度

以
前
に
７
期
以
上
滞
納
世
帯

強
権
的
な
国
保
行
政
が
横
行

保
険
証
取
り
上
げ
、
差
押
え
急
増
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（図）平松市政下で急増した差し押さえ件数

市民講座のご案内

いのちの食育
エコの視点で身を守る食べ方

日時：10月16日（日）
　　　午後２時半～４時半
会場：Ｍ＆Ｄホール　会費：無料
講師：山崎万里氏
　　　（千代田短期大学非常勤講師）
主催：保険でよい歯科医療を大阪連絡会
後援：大阪府・大阪市

※ ご家族、スタッフも無料で参加できます。
お申し込みは協会事務局まで

健
康
守
る
使
命
の
た
め
に

副
理
事
長　

貴
島　

正
彦

保
険
で
よ
い

保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を

歯
科
医
療
を

求
め
て　
　

求
め
て　
　

リレー投稿　

協
会
は
、
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
目
指
し

て
国
会
請
願
署
名
（
患
者
署
名
）
運
動
を
進
め
て
い

る
。
署
名
に
取
り
組
む
役
員
に
思
い
を
投
稿
し
て
も
ら

っ
た
。

広
が
っ
て
い
る
。
景
気
の
低

迷
と
脆
弱
な
社
会
保
障
が
貧

困
層
・
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

攻
撃
し
て
い
る
現
状
で
は
、

診
療
所
に
来
る
人
は
氷
山
の

一
角
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ

う
。
多
く
の
人
が
歯
科
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
苦
痛
に
耐
え
て
い
る
姿

を
想
像
す
る
と
、
こ
れ
は
進

歩
し
た
社
会
だ
ろ
う
か
と
思

う
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
」
署
名
は
、
私
た
ち
歯
科

医
療
従
事
者
や
患
者
・
国
民

が
よ
り
良
い
医
療
制
度
を
手

に
入
れ
る
唯
一
大
き
な
取
り

組
み
だ
。
安
心
し
て
受
診
で

き
る
歯
科
保
険
制
度
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
請
願
項
目

の
①
窓
口
負
担
の
軽
減
②
保

険
給
付
範
囲
の
拡
大
―
―
は

欠
か
せ
な
い
問
題
で
、
誰
も

が
反
対
し
な
い
。

　

私
は
、
診
療
所
で
署
名
へ

の
協
力
を
訴
え
る
と
共
に
、

地
域
で
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

あ
れ
ば
署
名
用
紙
を
持
参

し
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い

る
。
二
つ
の
請
願
項
目
は
、

「
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
の
願
い
で
す
」
と
患

者
や
地
域
の
住
民
か
ら
歓
迎

さ
れ
、
快
く
応
じ
て
く
れ

る
。
署
名
用
紙
を
持
ち
帰
っ

て
く
れ
る
人
も
い
る
。

　

国
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
歯
科
医
師
と
し
て
の
使
命

と
社
会
進
歩
・
社
会
発
展
の

た
め
、
ぜ
ひ
一
歩
踏
み
出
し

て
ほ
し
い
。
歯
科
医
療
従
事

者
と
患
者
・
国
民
の
大
き
な

声
を
国
会
に
突
き
付
け
、
政

治
を
変
え
て
い
こ
う
。

今
号
に
同
封

院
長
署
名
に
ご
協
力
を

　

協
会
で
は
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
」
の
患
者
署
名

と
並
行
し
て
、
患
者
負
担
減

・
診
療
報
酬
増
な
ど
を
求
め

る
院
長
署
名
（
要
請
署
名
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
署

名
用
紙
は
今
号
に
同
封
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
財
産
調
査
―
―
な
ど
、
全

国
的
に
見
て
も
〝
異
常
〞
と

言
え
る
収
納
対
策
を
推
進
し

て
き
た
。

狙
い
は「
広
域
化
」

　

大
阪
市
の
国
保
料
は
、
40

代
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
４

人
家
族
で
所
得
２
０
０
万
円

の
モ
デ
ル
世
帯
の
場
合
、
年

間
約
38
万
３
千
円
の
負
担

で
、
所
得
の
５
分
の
１
が
保

険
料
に
消
え
る
。
高
す
ぎ
る

国
保
料
が
原
因
で
、
約
13
万

世
帯
（
加
入
世
帯
の
26
・
８

％
）
が
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
態
だ
。
平
松
市
長
は
、

滞
納
世
帯
に
対
し
て
「
逃
げ

得
を
許
さ
な
い
」（
10
年
８

月
の
記
者
会
見
）
と
主
張
す

る
が
、〝
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
〞
の
が
実
態
だ
。
事

実
、
市
の
財
産
調
査
で
は
94

％
が
預
貯
金
50
万
円
未
満
だ

っ
た
。
２
月
議
会
で
は
、
子

ど
も
の
進
学
費
用
と
な
る
少

額
の
学
資
保
険
ま
で
差
し
押

さ
え
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
大
問
題
に
な
っ
た
。

　

市
民
生
活
を
顧
み
ず
収
納

対
策
を
進
め
る
市
の
狙
い

は
、
橋
下
府
知
事
や
維
新
の

会
と
同
じ
、
保
険
料
の
高
騰

に
つ
な
が
る
国
保
の
「
広
域

化
」
だ
。
累
積
赤
字
を
解
消

し
、「
広
域
化
」
す
る
こ
と

目
先
の
収
納
対
策
で
は
な

く
、
国
庫
負
担
を
削
減
前
の

水
準
に
戻
し
、
保
険
料
の
軽

減
や
減
免
制
度
の
拡
充
を
通

じ
て
根
本
か
ら
立
て
直
す
な

ど
、
国
保
行
政
を
転
換
す
る

こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）

の
悪
化
に
拍
車
を
か
け
る
だ

け
だ
。

　

国
保
財
政
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
原
因
は
、
国
庫
負
担

の
大
幅
削
減
や
交
付
金
の
縮

小
だ
。
財
政
悪
化
で
国
保
料

の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
収
納

率
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

で
、
市
は
国

保
事
業
か
ら

手
を
引
く
こ

と
が
で
き
、

約
１
７
３
億

円
の
国
保
へ

の
支
出
を
免

れ
る
。
し
か

し
、
公
的
負

担
を
縮
小
す

る
「
広
域

化
」
は
国
保

　

協
会
の
小
澤
力
理
事
長
は

９
月
28
日
、
大
阪
府
知
事
選

と
大
阪
市
長
選
の
「
ダ
ブ
ル

選
」
が
確
実
と
な
っ
て
い
る

府
知
事
選
挙
で
出
馬
表
明
し

た
弁
護
士
で
「
明
る
い
民
主

大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」
の

梅
田
章
二
氏
と
懇
談
し
、
協

会
の
「
２
０
１
１
年
大
阪
府

知
事
選
挙
に
の
ぞ
む
政
策
協

定
（
案
）」
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
、
医
療
費

助
成
制
度
の
中
卒
ま
で
の
拡

充
、
払
え
る
国
保
料
に
す
る

な
ど
、
府
民
が
安
心
し
て
医

　

梅
田
氏
は
、「
ど
れ
も
府
民

に
と
っ
て
大
事
な
も
の
ば
か

り
。
政
策
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。
歯
科
疾
患
と
全
身

疾
患
と
の
関
わ
り
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　

懇
談
に
は
山
上
紘
志
、
冨

本
昌
之
両
副
理
事
長
、
志
岐

敬
事
務
局
長
ら
が
同
席
し
た
。

国
保
料
軽
減
な
ど

基
本
政
策
を
確
認

　

協
会
は
９
月
10
日
の
理
事

会
で
府
知
事
選
に
向
け
た

「
大
阪
府
に
対
す
る
基
本
政

策
」
を
確
認
し
た
。
政
策
が

一
致
す
る
候
補
者
と
政
策
協

定
を
結
ぶ
。

　

政
策
は
、７
分
野
29
項
目
。

大
型
開
発
優
先
か
ら
医
療
・

福
祉
優
先
の
府
政
に
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
中
学
卒
ま
で
の
拡
充
▽
国

保
料
引
き
下
げ
▽
国
保
料
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
国
保
広

域
化
の
反
対
―
な
ど
を
掲
げ

た
。
口
腔
保
健
で
は
、
高
校

生
以
上
を
対
象
に
毎
年
無
料

健
診
の
実
施
を
盛
り
込
ん

だ
。

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区

（
北
部
・
東
部
・
西
部
・
南

部
）
は
、
今
秋
に
実
施
さ
れ

る
大
阪
市
長
選
挙
で
、「
健
康

で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
大
阪

市
を
目
指
す
た
め
の
基
本
方

針
」
を
確
認
し
、
国
保
料
引

き
下
げ
か
ら
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
ま
で
の
20
項
目
の
候
補
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

同
合
同
役
員
会
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て

方
針
と
合
致
す
る
候
補
者
と

政
策
協
定
を
結
び
、
推
薦
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

療
機
関
に
か
か

れ
る
仕
組
み
づ

く
り
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

大
阪
に
変
え
て

ほ
し
い
と
述

べ
、
協
会
の
府

政
に
対
す
る
基

本
政
策
を
説
明

し
た
。

大
阪
市
内
４
地
区

市
長
選
へ
の

方
針
を
確
認

梅田府知事選候補と懇談
医療費助成の拡充など要請

懇談する梅田章二氏（右）と小澤
力理事長＝９月28日、保険医会館


